
 

 

 

  

福島地区では、地域で暮らす人々が中心となって、福島地区の課題の解決に向けた取り組

みを持続的に実践する仕組みづくり（地域連携組織の設立）を進めています。 

今年度の総会は新型コロナウイルス感染症防止対策のため、書面審議により議決をいただ

き成立しました。 

引き続き検討委員会として活動し、準備委員会へ早期に移行できるようにしたいと思いま

す。なお、新型コロナウイルスの影響で計画どおり進められないこともありますので、今

後、臨機応変に対応することとします。 

～みんなで考え、みんなで決めて、みんなでつくる～ 

通 信 ふ く し ま 

 発行：福島地区地域連携組織設立検討委員会 令和２年度第１号（令和２年 7月 1日） 

 

 

 

検討委員会は、福島地区の自治会長をはじめ各種団体等の代表者２９名の委員構成と

なっております。令和２年度の役員の皆さんを紹介します。（敬称略） 

 

１ 会 長  河野 日出男  （福島地区自治会会長）  西小路２区 

２ 副会長  本木下 良治  （福島地区自治会副会長） 仲町 

３ 書記会計 武田  宏    （     同     ） 寺里 

４ 代議員  古川 真澄   （福島地区自治会理事）  上町 

５  同   甲斐 次男   （    同    ）  西小路１区 

６  同    林  洋一   （    同    ）  本町２丁目 

７  同   鈴木 政伸   （    同    ）  西塩町 

８  同    森  克秀   （    同    ）  東本西方 

９  同   佐藤 強一   （    同    ）  東金谷 

10   同   財津 さわ子  （串間市地域連携組織設立検討委員会福島地区地域リーダー） 

11   同   坂田 美貴子  （保護司・福島地区主任児童委員） 

12   同   松田 香里   （農業女子きらりくしま） 

13  監 事  谷口 芳継   （福島地区社会体育推進協議会会長）  

14    同   佐藤 利和   （福島地区民生委員児童委員協議会会長） 

        他委員１５名 

 

役員紹介 



  

・行政との意見交換 

地域連携のしくみや運営、役割について理解を深めます。 

・住民との意見交換 

 集会（茶話会）やサロン会等を通し、地域の事についてお話を伺います。 

*多種多様な意見をお聞かせください。 

 

令和２年度の主な活動 

意見交換会 

 

・検討委員会の動きを地域の皆様にお知らせするため、３回程度発行します。 

 

機関紙の発行 

 

① 福島地区の人口推移と将来予測等について学びます。 

② これからの地域づくりのあり方について検討します。 

③ 地域づくりに関する研修会等を実施します。 

 

研修会 

 

・先進的取り組みを行っている団体の視察を行い、情報を収集します。 

 

視察研修 

 

・令和２年度の予算は 2６２,0２７円（市補助金 250 千円、繰越金 12,027 円）となっ

ております。会議の費用弁償、研修会の講師謝金、視察研修の経費、事務費等の支

出を予定しております。 

令和２年度の予算 

 

・地域連携組織の設立を支援するため、今年度より市内５地区（福島、北方、本

城、都井、市木）に、国の「集落支援員制度」を活用した専任の事務局職員が配置

されました。福島地区は鯵坂（あじさか）が担当します。 

地域連携組織以外のことでも、集落の困りごとなど市とのパイプ役としてお気軽に

ご相談ください。 

 

集落支援員の紹介 

 

福島地区地域連携組織設立検討委員会 

串間市中央公民館内 担当：鯵坂 清二 

電話：7２-1846 FAX：7２-1848 

 

事務局 
鯵坂です。 

 

よろしく 

お願いします。 


